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図 1 iOSI モデルを用いた数値モデルの予測精度 
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図 2 生態系モデルを用いた予測結果の一例 
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 貧酸素水塊の動態に対応したマクロベントス群集の斃死から回復に至る一連の機構の解明が強く

求められている。橋口晴穂氏はマクロベントスの群集構造の変化が予測できる生態系モデルを開発

し、以下のような重要な知見を得た。 

(1) マクロベントスの高頻度観測と底層 DO と水温の連続観測に基づくモデルの定式化 

マクロベントスの高頻度観測と底層 DO と水温の連続観測に基づき、貧酸素感度指数（OSI）で、

マクロベントスの現存量の変化を種ごとに予測できることを示したが、貧酸素の解消に伴いマ

クロベントス群集が回復する過程では予測精度が不十分であることが明らかになった。 

(2) 回復過程を予測できるモデルの開発 

OSI を汎用的に改良した“iOSI(improved OSI)”を考案し、iOSI を指標とした数値モデルを用

いることで、貧酸素水塊の動態に伴うマクロベントス群集の斃死から回復に至る変動を高い精

度で予測することが可能となることを示した。マクロベントス各種の加入はある底層 DO 値で大

きく増加したので、この濃度を DOrecovと定義し、種ごとに求めた。 

(3) 回復過程を予測できるモデルの開発 

三河湾全域に設定した全 28 地点で延べ 3回のマクロベントスの観測を実施し、現地観測から推

定した底層 DO と水温の連続データから iOSI を計算し、その変動から湾全域におけるマクロベ

ントスの変化を種ごとに予測した結果、数値モデルが湾全域においても適用できることが示さ

れた。さらに、iOSI を用いた数値モデルを生態系モデルに導入したが、導入に当たっては 2つ

の食性区分のそれぞれを貧酸素耐性種とそれ以外の種に区別し、さらにそれらを成体群と新た

な加入群の計 8 つのコンポーネントに細分化したことにより、はじめてマクロベントス群集の

斃死から加入に至る群集構造の変化を湾全域で予測することを明らかにした。 

 以上、橋口晴穂氏の論文は、学位論文としての条件を備えていると評価できる。従って、学位を

授与することを妥当なものと判断する。 
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論文審査の結果の要旨


